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論 文 内 容 要 旨
近年、 コソピュータや通信技術の発展は驚 くべき早さで社会に滲透 し、多彩な情報展開が可能







1。 生 育 の逐 次 予 測 モ デル
逐 次予 測 とは、 全 生 育 期 間 を制 御 可 能 な π段 階 の 短 期 間 に 区 分 し、 あ る時 点`か ら次 の 時 点
(渉 十1)の 生 育 を 予 測 す る こ とで あ る。(ご+1)時 点 の生 育量G(ε+1)は`時 点 の 生 育 量
G(の と 渉～(辞1)期 間 の 生 長 率 の 関数 ∫(α1、 α2… … αp)か ら次 式 で 決 定 され る。
G(ま 十 夏)=ア(α1、 α2… … αP)G(ま)
G(云 十1)を 、 た とえ ば ≠時 点 か らみ た(云+1)時 点 の茎 数予 測 値 とす れ ば 、 茎 数G(f+夏)
は時 点 諺で の 茎 数 と、 こ の期 間 の 茎 数 増 加 率 ∫ との積 で決 定 され る。 ¢εは 気 象 値 や 生 育 量 な ど、
増 加 率 に 関 与 す る諸 要 素 で あ る。
2.予 測形質の温度、土壌 お よび栽培 要素に対す る反応
各形質の予測モテル作成のための知見を得 るため、生育期間別の気水温、土壌型および栽培要
素を異にする条件を設定 し、これ ら諸条件に対する生育反応を検討 した。その結果、次の点が明
らかになった。①生育期間別の生長率(本 研究で定義す る草丈伸長率、茎数増加率など)は 、生
育前歴としての草丈、茎数を揃えることによって、土壌あるいは栽培要素を異にするにもかかわ



























第1図6月20日 の茎 数 と茎 数 増 加率 と の 関 係
茎 数 増 加 率=6月30日 茎 数/6月20日 茎 数




















































第2図 草丈 ・茎 数(7月20日)と 一 穂 頴 花 数 との 関 係















































㎡ 当 た り頴 花 数(x1000)
第3図 頴花数と登熟増加量指数Rご20、恥30と の関係









予 測 式 作 成 の 手 順 例 と して ・時 期 輪+1の 茎 数 予 測 に つ い て 説 明す る・ ⑤ 時 期 ら の 草丈X1
(ご ε)、 茎 数X2(醗)お よ び 餐 ～ 宛+1期 間 の 気温Ta(舵+1)を それ ぞれ 階 級 分 け し、
75通 りに サ ソプ ル を分 類 した 。⑤ サ ソプル の茎 数 増 加 率R2(t`十1)をX2(``+1)/X2
(``)で 求め る と、X1(な)、X2(擁)、T加(孟`+1)に 対 す るR2(``+1)の 反 応 は 第4
図で 表 わせ る。 ⑥ つ いで 、Tη(な 十1)か ら求 め たR2(輪+1)はX1(擁)とX2(醗)の 連 続
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量 で 劾 す た め ・ガ(・`.、)・ ・修 正 され る(第 ・図).錨 予 測 値 は 会、(、、.、)一 ・、・
(オ 乞十1)X2(%)で 求 ま る 。






























































91以 上 73 90 91 91 46 74 78 90 96 75 72
予 測精 度P=100一(IXR-Xpl/XR)×100
XR実 測値 、Xp予 測 値
予測事例のひとつとして、酒田市大多新田の生育予測を第6図 に示す。この例では、7月10
日までの草丈、茎数は調査ずみの実測値であ り、 この時期以降の7月20日 の草丈、茎数および
穂揃期の桿長、穂数の予測幅を斜線部分で表わしている。なお、 ここで強調 したいのは、予測幅




追肥対応の事例を示す(第7図)。 まず、1983年(昭 和58年)の 分げつ後期以降の生育は、
草丈が短かく茎数の多いタイプで推移することが予測された。 こうした生育推移は有効茎歩合の







◎一}06 ,月20日草 丈29.Oc功 以 下
●一一一 ●6月20日 草 丈29,1～37.0伽




































第5図 茎 数 増 加 率 の 等 反 応 曲線(気 温21.0℃)
図 中 の 数 字 は茎 数 増加 率(6月30日 茎 数/6月
・20日茎 数)
草丈 、茎 数 は6月.20日 計 測
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審 査 結 果 の 要 旨
水稲栽培においては,水 稲の生育を高い確率で予測 し,そ の予測にもとついて適確な技術的対
策をたてることは,生 産向上 と安定上著 しい効果が期待される。しかし,現 在の情報解析,情 報
伝達手段の著しい発展のもととなっている電算機の利用を水稲生育予測に適用 し,上 述のような
効果をあげるためには解明しなければならない多 くの問題がある。










このように本研究は,水 稲の10～20日 前後の近未来における生育を逐次適確に予測 し,情 報化
することに成功 し,さ らにそれは予測に対する技術的対応とい う形で有効に利用しうることを実
証したものである。また本研究においては,過 去に山形県の稲作について蓄積 された莫大なデー
タ情報をデータベース化す る試みにも成功 している。
さらに本研究は,全 国的にみて特に東北地方の各地で類似の情報化を行 うための1つ の指針 と
もなったものである。
.よって,本 論文は農学博士の学位授与に値するものであると判定 した。
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